
北信地域障がい福祉自立支援協議会 議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その研修をう 

 

 

 

 

部会名 

第 4 回 幹事会 

会議で話し合われた事 

①相談支援専門員からの活動報告 

 ・居宅介護支援について、曜日や時間帯等事業者側から条件があったり、断られるケースもあり、利用者のニ

ーズに応えられない状況も出ている。 

 ・18 歳に満たない思春期の相談が増えている。教育、医療、保健等との連携が早期からなされる仕組みが必

要。特に中学から高校への引き継ぎがうまくなされ支援が途切れない体制づくりが課題となっている。 

 ・ＧＨで生活されてきた方々が高齢化しており、支援者に高齢者支援の知識や技術が求められたり、ＧＨのバリ

アフリー化や医療的ケア及び夜間支援体制の充実が問われてきている。介護保険分野等とも連携する中で、

「本人の願う暮らし」に向けてどう応援できるかそれぞれのケースで検討していきたい。  

 ・障害者差別解消法が施行され約半年。当事者が働く場面では、入職当初理解していただいても、異動等職場

環境が変わる中で、配慮ポイントが正しく引き継ぎされず、結果として虐待を生じさせる事になってしまう場

合がある。社会全体で理解を深めていけるような働きかけが必要になっている。 

②第 2 回自立支援協議会の振り返りと第 3 回自立支援協議会について 

 【第 2回自立支援協議会の振り返り】 

 ・「総合安心センターはるかぜ」を利用されている具体的な事例があり、理解が深まった。 

 ・ミニ研修会で、グループになって話し合う事ができ、聞くだけでなく、自ら考えて発言する場がある事はよ

かった。 

【第 3 回自立支援協議会について】 

・日程 平成 29年 2月 17 日（金）9：30～11：30 

・内容 ①1 年間の部会活動報告＋本人中心部会みんなで楽しもう会（当事者実行委員）の取り組み報告。 

②ミニ研修会…自立支援協議会の今年度のテーマである、地域生活支援拠点等事業について、現在

の取り組み状況と今後の展開について研修会を行う。 

③地域生活支援拠点等事業について 

 ・12/12 開催 地域生活支援拠点等整備促進のための全国担当者会議にて、北信圏域の取り組みを報告。 

 ・12/13 開催 長野県障がい者相談支援体制機能強化会議にて、各圏域の拠点整備の進捗状況等を報告し合

った。 

今後に向けて 

 

参加者所属機関名等 

北信保健福祉事務所福祉課、中野市福祉課、飯山市保健福祉課、山ノ内町健康福祉課、木島平村民生課、野沢温

泉村民生課、栄村健康支援課、北信圏域障害者総合相談支援センター 

開催日時 

平成 28 年 12月 21 日（水） 

本日のテーマ、課題等 

①相談支援専門員からの活動報告 

②第 2 回自立支援協議会の振り返りと第 3 回自立支援協議会について 

③地域生活支援拠点等事業について 

⑤障害者差別解消法支援地域協議会について 


